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御　挨　拶
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 盛夏の候　同窓諸兄姉の皆様方
の御健勝を心よりお慶び申し上げ
ます。

兵庫工業倶楽部は日頃より皆様
方の熱き母校愛に支えられて健全
なる運営がなされています。この書

面を借りて御報告と共に改めて御礼申し上げます。
岩井高士校長先生が本校に御着任されて早や1年が過

ぎ、コロナ禍後の対策には大変ご苦労された事、心より
謝意を表します。

さて、コロナが一段落つく間もなく、ウクライナ、ロ
シア戦争が勃発し、未だ終息の気配は全くなく中東では
イスラエル、パレスチナに硝煙が上がり、新たなる複雑
な様相を呈してきました。

日本も周辺諸国との間に大きな外交問題を抱えてお
り、他国の事として傍観者然としている訳にはいきませ
ん。関わりたくなくても関わらざるを得ない現実が犇々
と迫ってきているように思います。

また、最近は円安々と云って喧しくマスコミが煽って
いますが、如何な事でしょうか。日本は物造り大国であ
り、貿易立国である事を忘れているのではないでしょう
か。円安は輸出攻勢に打って出るチャンスでもあり、現
に過去最大の貿易黒字をはじき出しております。1985
年に締結されたプラザ合意によって円高誘導されて以来
一時は1ドル77円台まで高騰し、輸出が困難を極めた時
代がありました。勿論円安では輸入物価は上がりますが、
けれども日本は輸出に有利な円安を選ぶべきであると思
いますが如何でしょうか。ただし、上記の事はあく迄も
目先の価値観でしかなく円安だ、円高だと一喜一憂する
ことなく常に大局を俯瞰して南泉普願禅師の云う「平常
心が道だ」を心して歩むべきだと思います。

最後になりましたが同窓諸兄姉の御健勝を祈念して筆
を置きます。お祈りして擱筆させて頂きます。

「新・プロジェクトＸ～県工生たち～」
校長　岩　井　高　士

 兵庫工業倶楽部の皆様におかれ
ましては、益々ご健勝でご活躍のこ
ととお喜び申し上げます。日頃より
母校の発展のために、物心両面から
の多大なご支援とご協力を賜り、心
から感謝申し上げます。卒業生の皆

様が各界でご活躍されていることは、生徒の目指すべき
理想として大きな励みとなっています。本校２年目とな
りますが、引き続きよろしくお願いいたします。

令和６年度のスタートにあたり、始業式や入学式で
生徒たちに、県工生はまだまだ内に秘めた素晴らしい能
力（魅力）を持っていて、３年間で、その能力（魅力）
をさらに見つけ伸ばしてほしい。そのためには、困難な
ことに果敢に挑戦し続けることが大切で、たとえ失敗し
ても、そこから学び、また前に進んでいく強い気持ちが
大切であることを伝えました。県工で学ぶということは、
ペンとノートだけではなく、様々な道具や機械、薬品等
を使って、真剣に測定や製作に打ち込むことです。その
姿はまさにカッコイイと思います。そこに県工生として
の輝きが出る気がします。

ちょうど４月からＮＨＫの番組『新・プロジェクトＸ
～挑戦者たち～』が旧作から18年ぶりに復活すること
を知りました。私自身18年前、番組を観て感動したこ
とを憶えています。今回も世の中の生活を劇的に変えた
新製品の開発や、巨大プロジェクトに焦点をあて、それ
らに関わった人々の挑戦する姿を紹介する内容で、地道
に諦めず苦悩しながらも果敢に挑む姿は地味ですが情熱
を持ったカッコイイ人々です。生徒には是非観てほしい
番組だと思い紹介しました。何か感じ取ってもらいたい
と思います。

今後とも、兵庫工業高等学校のさらなる発展のために
尽力して参りますので、兵庫工業倶楽部の皆様には、母
校の教育振興のため、変わらぬお力添えを賜わりますよ
うお願い申し上げるとともに、ますますのご発展とご活
躍を祈念申し上げます。
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本部•各会•支部総会だより

令和６年度 兵庫工業倶楽部 総会
（理事会・懇親会）

●開催日：令和6年6月1日（土）
●場　所：湊川神社　楠公会館
●出席者：理事会 ３４名　懇親会４５名（来賓16名含）

楠公会館に於いて、冨金原理事長以下、各科の本部理
事の出席のもと総会（理事会）が開催され、別頁の特集
に掲載のとおり議事が承認され、今年度の事業計画のも
と活動を開始しました。

総会終了後、歴代校長先生、現校長先生および管理職・
部科長等の先生方の参加のもと懇親会が開催されました。
理事長、校長先生ご挨拶の後、吉田元校長先生の乾杯の
ご発声で会が始まり、母校発展のための前向きな意見等
が交わされ、同窓会歌、校歌の合唱の後、小河元校長先
生の万歳三唱のご発声でお開きとなりました。同窓会と
母校の連携・懇親を図ることができました。

　　　　　　　　　　　（事務局　前田　学　記）

理事会

懇親会

ご　挨　拶
教頭　 下　浦　広　章

 この度、伝統ある兵庫工業高等
学校に赴任してまいりました下浦
です。よろしくお願いします。

私は、私立大阪高校を皮切りに、
西宮南高校、伊丹西高校、県立尼崎
高校、市立伊丹高校、西宮今津高校

で教員生活を過ごしてきました。工業高校での勤務は本
校が初めてです。４月以降様々な新しいことに出会い、
新鮮な驚きの毎日を送っています。

私は「おもしろくなければ授業ではない」を標榜し
て教員生活を送ってきましたが、実習が数多い本校の授
業は面白さに溢れているように思います。「モノづくり」
の大切さとその難しさを体感している生徒たちは、将来
のこの国を支える逸材となるべく毎日を過ごしています。

「うまい氷を作れば北極でも売れる」とは有名なセリフ
ですが、将来生徒たちが、世界のだれもが欲しいと思う
商品・製品を作る担い手となれるよう、微力ながら力を
尽くしたいと考えています。

なにぶん徳島生まれの田舎者ですので、みなさんのご
指導よろしくお願いします。

祝 機械会会長 吉川氏 
法務大臣から感謝状

吉　川　健　次　氏

兵工機械会　会長
元県立兵庫工業高等学校
機械科　教諭
元県立姫路工業高等学校　校長
M高16回生（S.39.3  機械科卒）

平成21年4月1日、法務大臣から人権擁護委員の委嘱
を受け、以後令和6年3月31日までの5期15年間、地元
播磨町を中心に加古川市・高砂市・稲美町の2市2町に
おいて啓発活動や相談活動に努め、本年4月1日に法務
大臣から感謝状を授与されました。
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令和５年度　兵工電気会　総会・懇親会
●開催日：令和5年9月16日（土）
●場　所：湊川神社　楠公会館
●出席者：３６名

コロナ後3年ぶりの総会・懇親会です。
兵庫工業倶楽部から冨金原理事長、前田専務理事はじ

め各科会会長、兵庫工業高校から岩井校長先生、山本電
気科長はじめ教職員の皆様方をご来賓にお迎えし、例年
に比べ電気会会員参加者が少ない中での開催となりまし
たが、節目世代の若い元気な出席もあり活発な交流・親
睦の深まりも進みました。「会員相互の絆を深めて母校
を応援する」という兵庫工業倶楽部の方針にも合致した、
意義ある会となりました。

また、本会において私、E高２６回北山が新会長に選
任され、就任挨拶で前有本会長に対し、１０年の長きに
亘り電気会をリードして頂いた感謝と労いの言葉と共に、
今後も会員から広く意見を聞き、開催方法や趣向につい
てより良い形にしていくために、会員各位へ協力と支援
のお願いをしました。

（北山　一登　記）
 

令和５年度　兵工建築会　総会・懇親会
●開催日：令和5年9月30日（土）
●場　所：湊川神社　楠公会館
●出席者：６１名

昨年度に引き続き、開催することができました。
母校から新しく着任された岩井校長先生をはじめ建築

科の先生方、兵庫工業倶楽部から理事長と専務理事をは
じめ各科会長が来賓として出席いただきました。

総会では小田会長からご挨拶をいただいた後に議事
を終え、懇親会では来賓挨拶・来賓紹介後に高４回冨田
さんの乾杯で懇談へと移りました。昨年度は実施できな
かったビンゴゲームによる抽選会も久しぶりに実施する
ことができました。

皆様の満々とした笑顔に包まれ、楽しい時間が瞬く間
に過ぎていく中、出席者皆様のご健勝とご多幸を祈念し
てお開きいたしました。やはりコロナ禍の影響か出席者

が若干少なく、寂しさを感じましたが毎年総会を開催で
きますことを祈念しております。

（事務局　飴野　拓　記）

令和５年度　兵工土木会　総会・懇親会
●開催日：令和5年10月28日（土）
●場　所：湊川神社（楠公会館）
●出席者：６３名

母校より校長先生、都市環境工学科の先生方、旧職員、
兵庫工業倶楽部から理事長及び専務理事、各科会長が来
賓として出席されました。

大杉会長より挨拶があり、来賓挨拶を元校長の小河
徹先生にお願いしました。コロナ禍の影響で４年ぶりの
開催となりOB皆様の出席率がいつもより少ない参加で
した。　議事終了後、新会員紹介。懇親会では卒業後各
10周年おきの方に記念写真撮影、と瞬く間に時間が過
ぎ、同窓会歌・校歌を斉唱し、盛り上がりました。

今年度も総会を実施させていただきますので、たくさ
んの出席に、なりますようよろしくお願いします。

（事務局　西本　幸兄　記）

デザイン科70周年記念　総会・懇親会
●開催日：令和5年11月11日（土）
●場　所：TOOTH TOOTH FISH IN THE FOREST
●出席者：７５名

神戸メリケンパークにあります、デザイン科卒業生の
営むアート感溢れるレストランで5周年毎に開催してい
る総会と懇親会を行いました。

卒業生は2回生（1955年卒）から70回生（2023年卒）
までが参加し、久しぶりの再会に胸弾ませました。学校
からは教頭先生とデザイン科の現旧の先生、兵工倶楽部
の各会代表の皆様、そして卒業生のご家族やご友人（他
科卒業生）にも参加して頂けました。

ゲストは八木泰子（D31回）が所属する神戸ブルー
スロックバンドのピークレベルを迎え、南和貴先生のダ
ンスパフォーマンスの飛び入り参加で舞台演奏は大変盛
り上がりました。進行役の柴田義浩（Ｄ30回）と上野



(4) 兵工クラブ会報 第112号 2024年（令和６年） 7 月 1 日

まりあ（D30回）、D70回の皆様の活躍によりデザイン
科70周年記念の会は始終笑顔いっぱい和気藹々の雰囲
気でした。　　　　　　　　（会長　霞末　由可利　記）

兵 工 山 の 会 
四国　石鎚山、剣山　山行

●山行日：令和5年11月3日～ 5日
●山　域：四国山脈　石鎚山、剣山
●参加者：西野(E高10)、間嶋（Ｔ高25）、石見（Ｅ高

26）、鎌田（Ｅ高27）、山本（Ｅ高30）、谷（Ｐ
高31）、大西（Ｃ高26）

山岳部ＯＢ会の兵工山の会です。９月に北アルプス
の五竜岳へ５人で出かけました。あいにくの天気でした。
写真は１１月の石鎚山です。写真のとおり好天に恵ま
れました。翌日の剣山はガスで視界不良でした。今年の
９月には北アルプスの蝶ヶ岳へ行くことになっています。
５月末からトレーニングを開始して体力をつけて行って
きます。　　　　　　　　　　 （会長　大西　眞秀　記）

デザイン会主催同窓生作品展
第７回「形・かたち・彩・いろ展」
２年に１度開催している同窓生作品展を令和６年３月

２８日～４月２日の6日間の日程で兵庫県学校厚生会館
１階アートホール神戸で開催しました。

今回の同窓生作品展は建築、機械、デザイン、電子の
各会の有志の皆様が出展し、自由な思いを表現した作品

の数々が会場を楽しく心地よい雰囲気にしました。科や
学年を超えた和気藹々の交流や、この機会を活用して久
しぶりのクラス会を開いたとの嬉しいご報告もありまし
た。

次回の同窓生作品展は令和８年３月開催の予定です。
各会の多くの皆様のご出展、そしてご観覧にお越し頂き
ますよう宜しくお願いします。

（デザイン会会長　霞末　由可利　記）

クラス会（同窓会）だより
A高22回 クラス会

●開催日：令和5年8月27日（日）
●場　所：がんこ三宮寿司店
●出席者：14名

コロナ禍で自粛していましたクラス会を開催しました。
以前は、一泊二日の温泉旅行を利用していましたが、身
体の状態・家族等の環境を考慮して昼食会としました。

今年は猛暑が緩むことなく、参加を心配しましたが、
遠くは千葉県からの島田さんを含め予定通り揃いました。
昭和45年卒業から53年が経過し、数名を除き仕事を卒
業した”おじいさん”の集まりです。（71歳・72歳になり
ました。）皆さん、白髪頭の人がほとんどで、５年前と
比べ飲酒量も思いのほか少なくなりました。（年齢を再
認識しました。）ひとりひとりの”近況報告”では、面白
い野次や楽しい合いの手が入り、全員が大声で笑いまし
た。

次回のクラス会に参加出来ることを願い解散しました。
（稲田　常利　記）
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E高12-2 リアル・クラス会卒業
●開催日：令和5年9月14日（木）
●場　所：ニューミュンヘン神戸大使館
●出席者：14名+1名(二次会参加)

クラス会は三年間担任頂き８年前に逝去された佐伯先
生のニックネームから「カッパ会」と称し、今回で２８
回となる。コロナ禍で過去三年間Zoom開催であったが
ようやく対面（リアル）にて開催する事が出来た。冒頭
この三年半で先立たれた中村勝英君・玉田猛君・枝光宏
征君・福山興治君の霊に黙祷を捧げ冥福を祈った。

出席者は東は茨城・千葉、西は大分からも駆けつけ
た。恩師の思い出を語ろうと言うことになり、懐かしい
話が飛び出した。断然多かったのが先生のお陰で良い就
職先を得て、幸せな人生を送れたことに感謝する言葉が
多かった。更に、叱られた思い出や、海釣り公園で何度
もお逢いした等々、懐かしい話が飛び出した。欠席者の
近況報告も良かった。お互い高齢であり、健康面での支
障は何かとあるが、皆しっかり受け止めて明るく頑張っ
ており、元気をもらった。

今後の開催は高齢でもあり安全や健康に配慮し、今回
でリアルは卒業とし、以降Zoomで開催とすることにし
た。名残惜しく何時までも話は尽きなかったが、最後に
校歌を歌ってお開きとした。二次会も11名が出席し賑
やかに過ごした。また、18年振りタイガースのリーグ
優勝も花を添えてくれた。　　　　　（保坂　憲一　記）

E高13-1 クラス会〔おしまいの会〕
●開催日：令和5年11月15日（水）
●場　所：木曽路ハーバーランド店
●出席者：８名

昭和36年卒業のE高13-1組の最後のクラス会を開催
した。定年退職間際の平成11年に第１回を、60歳を過
ぎた平成15年に第２回を開催し、その後（新型コロナ
禍の３年間を除き）毎年開催し、今回で第１９回目のク
ラス会になるが、体調が悪い方が多くなり出席者が減っ
てきたことにより、今回のクラス会でもって終了する事
になった。

約２時間半、思い出話や近況、これからの計画、生

き甲斐等について話に花が咲いた。８名中６名が満81
歳（盤寿）、２名が80歳（傘寿）になったが、80歳男性
の平均余命は9.2年であり、88歳の米寿を目指して元気
に、そして奥様にも感謝を忘れないように過ごそうと誓
い合った。

クラス会は終了となるが、今度は「極楽部会」か「地
獄部会」に分かれての開催になるなア、ということでお
開きになった。　　　　　　　　　　（森本　義則　記）

Ａ高53回 クラス会
●開催日：令和6年3月10日（日）
●場　所：兵庫県神戸市中央区筒井町
●出席者：23名（リモート1名）

23年ぶりに建築科高53回生が集まり、クラス会を開
催しました。卒業以来、はじめての同窓会となり、感動
的な再会となりました。当時の学校生活や社会人になっ
てからの出来事など、積もりに積もった話しが絶えな
かったです。

当時、担任だった若林先生は大病を患い、大事をとっ
て、リモートでの参加となりましたが、モニター越しで
はありましたが、お世話になった感謝とエールを交わし、
お互いの元気な姿に安堵しました。　　（車　一展　記）
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M高17-1 クラス会
恩師 佐敷勝男先生を偲んで

●開催日：令和6年5月10日（金）
●場　所：湊川神社 楠公会館
●出席者：8名

　【佐敷先生(2024.3.19ご逝去)を偲ぶ会】を開催。
天寿(96歳)を全うされた〖恩師〗には“ ２～３年担

任。機械設計＆製図と絆を大切に”叩き込まれ43名巣立
つ。【激動の時世(高度経済成長・石油危機・技術革新)】
苦難の道を邁進60年。喜寿(77歳)を迎えての惜別。当
時を偲び感無量。【時の流れ】を実感。

写真(中央)恩師佐敷先生と再会(当時92歳)
(2019.4.19 三宮　鴻錦楼 酔鯨にて開催)

懇親会では、冒頭に御逝去【佐敷先生・片山史朗氏】
のご冥福を祈念し黙祷。恩師との思い出と各自の現役時
の苦難と体験談の披露に華を咲かせました。

次回の“八十寿再会”を誓い【楠公会館】を後にしました。
(山口正典 記)

活躍する同窓生
「陶芸家への道」

古川　尊　氏

兵庫県工芸美術作家協会　会員
第47回兵庫県展 特席県展大賞
T21回生（高32）

（S.55.3  電子科卒）

電子科で学んだ私は、電機設備の設計や保守に携わる
仕事をしてきました。陶芸は30年ほど前に趣味で始め
ましたが、市の美術展に入選したことをきっかけに、だ
んだんと熱が入っていきました。マイホームを建てる機
会に小さな工房を持つことができたため、より作陶に集
中することとなりました。制作していた時間帯は、当
時の勤務地にもよりますが、主に出勤前や帰宅後でした。
むしろ休日は家族との時間を大切にするようにして来ま
した。サラリーマンでありながらも、自分のやりたいこ
とである陶芸を長く続けてこられたのは、多くの幸運と
周囲の理解のおかげだと感謝しています。

私の作品の特徴は、独学で陶芸を始めて10年ほど経っ
た頃に始めた「線象嵌（せんぞうがん）」という技法に
あります。作品の縞模様は描いているのではなく、線を
彫って色土を埋めています。試行錯誤を重ねましたが、
ようやく、微妙な色の移り変わりによって曲線を生み出
し、印象的な景色を表現できるようになりました。奇し
くもこの曲線は、電気の波形をヒントにしたことが始ま
りなのです。

これまでには、第47回兵庫県展にて特席県展大賞を
頂いたり三木市立堀光美術館にて個展をさせていただい
たりしたことが、とても嬉しいできごとでした。
 また、県工のやまなみ会館には、私の作った線象嵌花器

「曙光（しょこう）」を寄
贈させていただけたこと
をとても光栄に思ってい
ます。皆様のお目に掛かる
ことがあれば幸甚です。現
在は定年退職し、作陶に専
念できる毎日を送ってお
りますので、今後も精進を
続け、人々の心に訴える作
品を作りたいと思います。

令和5年度 母校部活動の記録
◆硬式野球部　

・第105回全国高等学校野球選手権兵庫大会　３回戦敗退
◆軟式野球部　

・春季ブロック大会　第３代表
・春季県大会　１回戦敗退
・第68回全国高等学校軟式野球選手権兵庫大会　準決勝敗退
・秋季ブロック大会　第３代表
・秋季県大会　１回戦敗退

◆男子ハンドボール部　
・兵庫県高校総体ハンドボール競技会　３回戦敗退
・兵庫県高校新人ハンドボール大会　　１回戦敗退
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　本校は県を代表する工業高校として、工業技術の向上やものづ
くりへの挑戦、そして生徒たちが元気に活動する学校づくりを進
めています。

　そこで、部活動の充実のために、トレーニング機器や楽器、植
物育成実験機器などを整備し、運動部・文化部ともに活動を充実
させるための応援をお願いしています。

◆女子ハンドボール部  
・兵庫県高校総体ハンドボール競技会　　　ベスト16
・兵庫県高校新人ハンドボール選手権大会　ベスト16

◆サッカー部  
・兵庫県高校総体サッカー競技　１回戦敗退
・令和５年度兵庫県高校サッカー選手権予選　ベスト32
・兵庫県高校サッカー新人戦神戸市　予選敗退

◆陸上競技部
・全国総体近畿大会　男子ハンマー投　第16位
・近畿ユース陸上競技対抗選手権大会

男子やり投　第14位
男子砲丸投　第10位
男子ハンマー投　第5位

・兵庫県陸上競技対抗選手権大会　男子ハンマー投　第4位
◆ソフトテニス部　

・神戸市高等学校ソフトテニス大会  個人戦、団体戦出場
・神戸市高等学校ソフトテニス新人大会  個人戦、団体戦出場

◆硬式テニス部	  
・兵庫県高校総体テニス競技大会　団体戦1回戦敗退　

個人戦予選シングルス・ダブルス出場
・兵庫県高校対抗テニス新人大会　団体戦1回戦敗退　

個人戦予選シングルス・ダブルス出場
◆バスケットボール部  

・兵庫県高校総体バスケットボール競技代替大会　男子１回戦敗退
・全国高校バスケットボール選手権大会兵庫予選　１回戦敗退

◆バドミントン部 
・兵庫県高校新人バドミントン選手権大会

男子ダブルス　ベスト８
男子団体　ベスト８

・近畿高校バドミントン選手権大会　男子ダブルス　出場
◆卓球部　

・兵庫県高校総体卓球競技　男子学校対抗　３回戦敗退
・令和５年度県民大会卓球競技兼国体予選

男子シングルス　４回戦敗退
女子シングルス　１回戦敗退

◆バレーボール部
・兵庫県高校総体バレーボール競技　３回戦敗退
・兵庫県高校選手権大会　２回戦敗退
・兵庫県高校バレーボール新人大会　ベスト８

◆空手道部　
・全国高校選抜：広島県　男子個人組手　ベスト16

　　　　　　　　　　　女子個人形　第２ラウンド敗退
・近畿高校空手道大会

男子団体組手　２回戦敗退
男子団体形　　第２ラウンド敗退
男子個人組手　第２位
女子団体組手　第５位
女子団体形　　第２ラウンド敗退
女子個人形　　第５位

・兵庫県空手道新人大会
男子団体組手　第５位
男子団体形　　第３位
男子個人組手　優勝、準優勝、第３位
女子団体組手　準優勝
女子個人組手　優勝、第３位
女子団体形　　第３位
女子個人形　　第３位

・兵庫県高校総体

男子団体組手　準優勝
男子団体形　　第３位
男子個人組手　第５位
女子団体組手　第３位
女子団体形　　第５位
女子個人形　　第５位

・卒業生の活躍
プレミアリーグ年間王者　世界ランク１位
-60㎏級　橋本大夢（71回生）
KARATE １シリーズA　キプロス大会　-84㎏級
金メダル　松本龍魁（73回生）

◆剣道部　
・兵庫県高校総合体育大会剣道大会　出場
・兵庫県高校新人戦剣道大会　出場

◆山岳部　
・第69回近畿高校登山大会　男子B隊　第２位
・兵庫県高校総体登山大会　男子の部　第５位

◆自転車競技部	
・全国高校総体（インターハイ）：北海道　ロード・ケイリン出場

◆ラグビー部　
・兵庫県高校総体　２回戦進出
・兵庫県新人戦　初戦敗退

◆水泳部　
・近畿高校新人水泳競技大会　５０ｍバタフライ　２名出場

◆写真部　
・令和５年度　春季写真コンテスト　神戸支部大会　佳作
・兵庫県高校総文　神戸支部予選　入選

◆吹奏楽部
・兵庫署交通安全キャンペーン参加
・児童施設・保育園にてクリスマス会参加

◆無線研究部 　
・第18回全国高校ARDF競技大会

クラシック女子個人の部　優勝
スプリント女子個人の部　第４位・第６位入賞

・2023高校ARDF競技大会　関西地区大会
スプリント競技　高校女子個人の部　優勝

・2023高校ARDF競技大会　関西地区秋季大会
スプリント競技　高校女子個人の部　優勝

◆ロボット研究部
・ひょうご高校生ロボット競技大会2023
・Basic Classキットパーツ部門　出場
・Basic Classオリジナルパーツ部門　出場

◆放送委員会	
・体育祭・兵工祭など学校行事・生徒会行事での放送業務
・「新型コロナウィルス感染予防啓発ラジオ番組」の制作と放送
・第70回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト

兵庫県大会決勝
ラジオドキュメント部門　奨励賞
創作ラジオドラマ部門　奨励賞

ふるさと納税制度を活用して
“県立学校環境充実応援プロジェクト”に参加しませんか

お問い合わせ先は学校（TEL.078-671-1431）または下記ホームページへ

●学校ホームページ  http://www.hyogo-c.ed.jp/˜hyogo-ths/ ●
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 令和６年度 母校の兵工祭 日程 
●日時：令和６年11月２日（土）9時～ 14時30分
●場所：県立兵庫工業高等学校　受付は正門
※予定です。詳しくはお問合せ下さい。

令和６年度　母校の人事
（令和６年4月1日付）

管理職・同窓生関係のみ掲載
〈転入〉	

教　頭	 下 浦 　 広 章		  西宮今津
事務長	 西 田 　 　 陽		  県 教 委
教　諭(M科)	加 納 　 佑 貴（E高59）	 小野工業
教　諭(D科)	石 原 　 江 美（A高62） 	 尼崎工業

〈転出〉
教　頭	 中 野 　 公 雄（P高36） 	 県立尼崎
事務長	 川 東 　 丈 純　　　　　	退　　職
主幹教諭(A科)	 西 本 　 和 樹（A高45） 	 神崎工業 教頭

委 員 長		 ・		  D　14	 ・	 三 原 　 隆
委 員		 ・	  A高29		 ・	 望 月 　 真 早 美
委 員		 ・	 M高16	 ・	 福 家 　 巌
委 員		 ・	  E高26	 ・	 伊 木 雅 博
委 員		 ・	 C高16	 ・	 塩 谷 隆 夫
委 員		 ・		  P高37	 ・	 平 川 正 彦
事 務 局		 ・	 A高25	 ・	 前 田 　 学

令和６年度　広報委員会委員

14,756名の連絡のつかない方が
おられます（令和6年6月現在）

兵庫工業倶楽部会員名簿整備に
本年も皆さんのお力をおかしください!

兵庫工業倶楽部会員　実態表
卒業総人数 連絡可能 連絡不可 故人

A   4,147    1,728    1,308    1,111
M  10,986    3,996    5,061    1,929
E   6,138    2,309    2,288    1,541
C   5,396    1,935    2,453    1,008
P   3,457    1,451    1,098      908
D   2,600    1,485      995      120
T   2,411    1,274    1,080       57
I   1,337      861      473        3
計  36,472   15,039   14,756    6,677

兵庫工業倶楽部の活力を保つためには、連絡可能な
方を増やしましょう。

ぜひ皆さま、時にはクラス会を開催し、旧友と再会
を果たしてください。こんなにクラス会が楽しいもの
だったかと、皆さんおっしゃいます。

クラス会開催に必要な名簿は、事務局で準備いたし
ます。

＊事務局の勤務予定日（やまなみ会館 9:00~16:00）＊
勤務日 月 火 水 木 金

事務局 小　口 前　田 前　田 休　み 前　田
小　口

⃝春休み・Gウイーク・夏休み・冬休みの学校休日は休
みます。（土・日・祝休み）

教　諭(E科)	奥 谷 　 　 明（E高29） 	 退　　職
実習助手(M科)	城 戸 　 昂 斗（A高67） 	 退　　職
実習助手(E科)	田 中 　 蓮 恵（E高74） 	 退　　職
実習助手(D科)	小 林 　 知 加（D51(高56)） 	 退　　職

 令和６年度 各会総会の予定 
　今年度は下記の4学科会の総会・懇親会、総合同窓
会が予定されています
◆  9月21日　電気会 　万葉倶楽部　案内状同封
◆10月  5日　建築会 　楠公会館　　案内状同封
◆10月26日　土木会 　楠公会館　　案内状同封
◆11月30日　機械会 　楠公会館　　案内状同封
注：機械会・化学会の会報及び案内状は9月発送と
なります。

令和５年度　亀山賞・別車賞

亀
山
賞

陸 上 競 技 部 石倉　春稀

山 岳 部 山下　鳳斗　・　宮下　大和
佐々木悠翔

自 転 車 競 技 部 上田蓮大郎　・　八村　勇聖

空 手 道 部
林　　稜葵　・　森田　晴大
田中　空輝　・　濱田　大樹
内田　小春　・　水津　初音

別
車
賞

建 築 科 梅林　美空
総 合 理 化 学 科 廣澤　　葵　・　山口 　耀

デ ザ イ ン 科 大林由紀江　・　木村穂乃香
山﨑　日和

無 線 研 究 部 橋中三日月

令和 5年度第 69回工高生デザインコンクール
建 築 科  入選　１名

令和 5年度第 9回全国ユース環境活動発表大会
総 合 理 化 学 科  近畿大会　優秀賞　１名

令和 5年度第 20回日本年賀状大賞コンクール
デ ザ イ ン 科  年賀状大賞　１名

令和 5年度第 15回ゆかたデザインコンテスト
デ ザ イ ン 科  最優秀賞　１名

令和 5年度デザインパテントコンテスト
デ ザ イ ン 科  優秀賞　３名

令和 5年度　高校生ものづくりコンテスト化学分析部門
総 合 理 化 学 科  近畿大会　入賞 1 名


